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2026年度公募型利用制度の募集について

• 募集期間
• 2025年11月4日～12月5日(必着)

• 応募資格
• 有償利用制度に準ずる
• 若手・女性枠および学生育成枠はそれぞれ

の資格が必要

• 応募方法
• 申請書のメール提出

(宛先：system@cmc.osaka-u.ac.jp)

• 提供資源
• SQUID
• OCTOPUS ← New!!



課題申請書

1. 若手・女性研究者支援制度

2. 大規模HPC支援枠

3. 人工知能研究特設支援枠

4. 世界と伍する学生育成特設枠

• 1から3の申請書(Type A)

• 4の申請書(Type B)
• この2種類の申請書で

フォーマットが異なる

https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2025/10/J_2026_Application-for-Proposal-based-Use.docx
https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2025/10/J_2026_Student_Application-for-Proposal-based-Use.docx


世界と伍する学生育成支援枠

• 学生（学部、大学院生）が対象

• 学生が行える規模感、研究体制をきちんと書く

• 指導教員はあくまで指導教員であり、研究参加者ではない

• 特に研究体制では、記載の利用者の役割、必要性を明確に

• 学位取得状況の調査（予定）



課題申請書の構成

• 代表者の情報

• 課題のタイトル

• 計算計画の概要

• 研究課題の概要

• 計算計画

• 利用者リスト

• 外国人リスト

• 研究体制

• JHPCN/HPCIの応募状況

• JHPCN構成機関が実施する公募型利用制度への応募状況

• 前年度の公募型利用制度採択課題との関係

• 謝辞記載のある論文業績リスト ← New!!



計算計画の概要

• 採択課題数に影響する指標
• 必要な分を過不足なく

• 計算機をどれだけ使えば、扱おうとする問題が解けるのか

• できるだけ定量的な見積り

• ノード時間の考え方
• ノードを使用する時間積

• 24ノード時間 = 24ノードを1時間
= 1ノードを24時間



研究課題の概要

• 説明文をよく読んで、それに従う
• 学術的背景、目的・意義、研究計画、萌芽的研究である理由(若手・

女性研究者萌芽支援枠)、期待される成果(大規模HPC利用枠・人工知
能研究支援枠)

• これらの項目を基準に点数化していく

• 専門外の人が読んでも分かり易く
• 審査員はその研究の意義や新規性を申請書をもとに判断



研究課題の概要

• ページ数は任意
• ただし、たくさん書けば良いというわけではない
• 分野外の専門用語の羅列も読むのが大変

• 研究の将来性や新規性をアピール
• 審査員によって何を重視するかは違ってくるが…

• なぜ大規模計算機が必要なのか
• 通常の計算機では実現が難しい理由

e.g. データが大規模で研究室のクラスタでは計算が終わらない、等



計算計画

• 利用を想定するノード数、CPU数、メモリ量、計算時間、お
よび必要なディスク容量などについて、研究計画と関連付けて
記述

• 「網羅的、大規模に行う」といった書き方より、数的根拠をあ
げて書くと良い



計算計画

• SQUIDとOCTOPUSのCPUノード性能比較

SQUID OCTOPUS
OCTPUS
/SQUID

CPU
Intel 

Xeon Platinum 
8368 (IceLake-SP) 

Intel Xeon 6980P 
(Granite Rapids)

コア数 76 256 3.3x

演算性能/CPU 2.918 TFLOP/s 8.192 TPLOP/s 2.8x

メモリ帯域幅/CPU 204 GB/s 614 GB/s 3.0x

メモリ容量 256 GB 768 GB 3.0x

LLC容量/CPU 57 MB 504 MB 8.8x



計算計画



SQUID試用制度とOCTOPUS無料お試し利用

• SQUID試用制度



SQUID試用制度とOCTOPUS無料お試し利用

• OCTOPUS無料お試し利用



研究業績リスト

• 昨年からの変更点

• 公募型利用制度の利用負担金はD3センターが負担
• 有償利用者との公平性

• 新規の課題を不利に取り扱う趣旨ではない

• 謝辞を記載してもらうことの啓発



謝辞について

大阪大学D3センター大規模計算機システムを利用した研究成果を論文等により発
表する場合には、利用規程により謝辞を記載することになっています。

記載例）https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/acknowledgments/

<和文例-1>
本研究成果（の一部）は、大阪大学D3センターの{SQUID and/or ONION}を利用して得られたものです。
<英文例-1>
This work was (partly) achieved through the use of {SQUID and/or ONION} at D3 Center, The University 
of Osaka.

<和文例-2>
本研究成果（の一部）は、大阪大学D3センターの大規模計算機システムを利用して得られたものです。
<英文例-2>
This work was (partly) achieved through the use of large-scale computer systems at D3 Center, The 
University of Osaka.

https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/acknowledgments/
https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/acknowledgments/
https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/acknowledgments/


提出の前に

• レイアウト崩れが無いかもう一度チェック

• PDFでの提出を推奨

最後に

• 公募型利用制度をきっかけに、皆様の研究の発展と活躍を期待
しております
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